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メトリックの調整の解説のときと同じように、プライマリ回線がダウンすると、
R1は192.168.1.0/24のルート情報が使えなくなることを通知します。L3SW1やR2の
ルーティングテーブルに登録されていたR1経由のルートが削除されます。L3SW1
のルーティングテーブルにはR1経由のルートが削除されても、R2経由の集約ル
ートがあります。L3SW1は、PCからサーバ宛てのデータを受信するとR2経由の
192.168.0.0/16のルート情報によってルーティングします。すなわち、バックアッ
プ回線経由に経路が切り替わることになります。
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図6.6.10　ルーティングテーブルの更新 その7




